
＜B1 個に応じる学習＞映像を活用し、表現する内容を整理する活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜B1 個に応じる学習＞気持ちを色で表現し、感情の変化を知る活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

                               

自閉症・情緒障害学級特別支援学級・小学校 朝の会（登校後）、給食前、帰りの会  

ねらい：自分の気持ちを自覚して表現することで、感情の種類や変化について知る。 

① 事前に５色（赤、オレンジ、緑、水色、青）がどのような気持ちを表すか担任や友達と一緒に

決める。（例：「赤」は怒り、「オレンジ」はイライラ･･･等） 

② 登校後、給食前、帰りの会に各自の端末で自分の気持ちを色で表現して、記録する。担任等

の身近な人に、「どうしてその気持ちなのか」を話したり、気持ちが不安定な場合は「どのよう

に過ごすか」を相談したりする。 

③ 自立活動の時間に、学級で１日、1週間の気持ちの変化をグラフに表示して振り返り、感情に

はいろいろな種類があって、変化するものであることを知る。 

 

使用する機能：データを記録・保存 

使用アプリ例：きもちメーター 等 

期待される効果 

毎日、自分の気持ちを視覚化することで、自分の感情に向き合い、 

苦手な場面での対応や、気持ちを安定させる方法を考えることができ

るようになる。 

 

 

 

 

。 

特別支援（伝えたいことを言葉にして表現することが苦手な子供） 
・小学校・国語科 

ねらい：映像を見て活動したときの内容を思い出し、短い文をつない
で文章を書く。 

① 映像の視聴 
・事前に教師がモ

※

バビを使って編集した映像を視聴する。 
※最初は文章を書くことを伝えずに映像を見せ、学習への負担感
を減らす。 

② 場面ごとの振り返り・内容の整理 
・映像を見て教師と会話をしながら、活動の内容やそのときの様
子、気持ち等を短い言葉で短冊に書き出す。 

③ 作文 
・「はじめに」「次に」等の順序を示す言葉を使いながら短冊を並
べ替え、思い出した内容を文章に書く。 

期待される効果 
 映像があることで、活動を思い出しやすくなり、教師
と会話しながら言葉を考えたり内容を整理したりするこ
とで、文章を書きやすくなる。成功体験が得られれば、
次回は自分で撮影したものを見ながら書こうとするな
ど、苦手な部分をカバーしようとする意欲が高まる。 

使用する機能：録画再生機能、 

画像編集機能 

使用アプリ例：M
※

ovavi 等 

 

 


